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公告
　「陸連時報」は公益財団法人日本陸上競技連盟定款第4条第6号の「機関誌」の性格を有するものであ
りますが、毎月「陸上競技マガジン」と一体として発行しています。陸上競技に関する啓発記事のほか、
必要に応じて、評議員会、理事会の決定事項、各専門委員会、事務局からの報告、通達も掲載いたしま
す。本時報に掲載した通達は、公式に通達したものと取扱わさせていただきますので、登録競技者は本
時報の掲載内容にご注意下さい。また、陸上競技指導者の方は、所属競技者にお知らせ下さるようお願
い致します。	 公益財団法人日本陸上競技連盟

平成29年
2017
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2016数字で見る陸上競技Vol.3　都道府県別日体協公認指導者数（陸上競技）
事 務 局

NO. 都道府県名
JAAF公認ジュニアコーチ JAAF公認コーチ

合　計
日体協公認指導員 日体協公認上級指導員 日体協公認コーチ 日体協公認上級コーチ

1 北海道 43 0 12 8 63 
2 青　森 20 2 11 5 38 
3 岩　手 25 0 22 8 55 
4 宮　城 32 0 8 2 42 
5 秋　田 20 0 9 0 29 
6 山　形 64 0 18 6 88 
7 福　島 118 0 25 3 146 
8 茨　城 23 0 23 12 58 
9 栃　木 16 0 15 4 35 
10 群　馬 67 1 25 2 95 
11 埼　玉 116 2 41 13 172 
12 千　葉 61 3 42 12 118 
13 東　京 185 3 58 28 274 
14 神奈川 91 0 26 8 125 
15 山　梨 31 12 12 4 59 
16 新　潟 58 5 23 5 91 
17 富　山 78 0 10 1 89 
18 石　川 31 1 9 3 44 
19 福　井 53 0 18 2 73 
20 長　野 33 3 28 5 69 
21 静　岡 71 7 26 6 110 
22 愛　知 66 0 30 6 102 
23 岐　阜 22 5 16 4 47 
24 三　重 65 2 25 4 96 
25 滋　賀 22 0 22 4 48 
26 京　都 33 0 29 5 67 
27 大　阪 63 3 14 3 83 
28 兵　庫 42 1 18 4 65 
29 奈　良 19 0 13 2 34 
30 和歌山 68 0 10 6 84 
31 鳥　取 41 0 7 4 52 
32 島　根 12 0 5 3 20 
33 岡　山 17 0 16 5 38 
34 広　島 96 3 17 8 124 
35 山　口 37 2 13 5 57 
36 徳　島 20 1 5 1 27 
37 香　川 24 0 18 3 45 
38 愛　媛 26 0 17 7 50 
39 高　知 30 1 15 1 47 
40 福　岡 53 3 12 9 77 
41 佐　賀 10 1 7 2 20 
42 長　崎 14 8 15 2 39 
43 熊　本 30 2 12 6 50 
44 大　分 25 17 14 2 58 
45 宮　崎 59 3 16 0 78 
46 鹿児島 63 0 21 2 86 
47 沖　縄 21 3 4 3 31 

合　計 2,214 94 852 238 3,398 

　2016数字で見る陸上競技、３回目の今回は陸上競技における日本体育協会公認スポーツ指導者資格有資格者数（都
道府県別、資格別）をご紹介します。なお、今回ご紹介する数字は、2016年11月18日付け登録者数です。
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　新春の都大路で競う皇后盃全国女子駅伝。47都道府
県を代表する中学生から一般までの選手に、是非、沿道、
競技場でご声援ください！
▼日時：2017 年1月15 日（日）12時30分スタート
▼会場（スタート・フィニッシュ）：
　京都府・京都市西京極総合運動公園陸上競技場
▼アクセス：西京極総合運動公園陸上競技場
・阪急電鉄京都線西京極駅から徒歩10分
・�京都市営バス32号・73号・80号系統「西京極運動公

園前」下車徒歩５分
▼区間・コース：９区間42.195km
・�第１区６km（西京極陸上競技場－平野神社前）
・�第２区４km（平野神社前－烏丸鞍馬口）
・�第３区３km（烏丸鞍馬口－丸太町河原町）
・�第４区４km（丸太町河原町－北白川山田町）
・�第５区4.1075km（北白川山田町－国立京都国際会館前）
・�第６区4.0875km（国立京都国際会館前－北白川別当町）
・�第７区４km（北白川別当町－丸太町寺町）
・�第８区３km（丸太町寺町－烏丸紫明）
・�第９区10km（烏丸紫明－西京極陸上競技場）
▼テレビ放映予定：NHK総合テレビ
　１月15日（日）12時15分～
▼ラジオ放送予定：NHKラジオ第一
　１月15日（日）12時15分～

▼大会公式サイト：
　http://www.womens-ekiden.jp/
▼問合せ先：皇后盃全国都道府県対抗女子駅伝事務局
　（京都新聞COM事業局内）
　TEL：075-213-0367 ／ FAX：075-241-5271

　新春の安芸路で競う天皇盃全国男子駅伝。47都道府
県を代表する中学生から一般までの選手に、是非、沿道
でご声援ください！
▼日時：2017年１月22日（日）12時30分スタート
▼�コース：広島市平和記念公園前を出発、平和大通り、

宮島街道を西進し、JR前空駅東（廿日市市大野）を
折り返し、平和大通り、城南通りを経由、広島市平和
記念公園前を決勝とする７区間、48.0kmのコース。

▼アクセス：広島市平和記念公園
　�JR広島駅から南口バス乗り場A-3ホームより、広島

バス24号線吉島営業所または吉島病院行き「平和記
念公園」下車、広島電鉄「袋町」下車徒歩10分、「原
爆ドーム前」下車徒歩10分

▼区間・コース：７区間48.0km
・�第１区７km（広島市平和記念公園前－広電井口駅東）
・�第２区３km（広電井口駅東－海老園交差点）
・�第３区8.5km（海老園交差点－宮島口ロータリー）
・�第４区５km（宮島口ロータリー－JR阿品駅南）

大会観戦ガイド

皇后盃 第35回全国都道府県対抗
女子駅伝競走大会

天皇盃第22回全国都道府県対抗
男子駅伝競走大会

昨年度は愛知が初優勝を飾った（写真はアンカーの鈴木亜由子） 昨年度は愛知が15年ぶり2回目の頂点に立ち、女子と合わせて史上初の
アベック優勝を飾った（写真はアンカーの山本修平）

242



2 4 3Track & Field MAGAZINE

・�第５区8.5km（JR阿品駅南－広島工大高前）
・�第６区３km（広島工大高前－草津橋）
・�第７区13km（草津橋－広島市平和記念公園前）
▼テレビ放映予定：NHK総合
　１月22日（日）12時15分～
▼問合せ先：天皇盃全国男子駅伝事務局
　TEL：082-292-0601 ／ FAX：082-292-0680
▼大会公式サイト：
　http://www.hiroshima-ekiden.com/

▼日時：2016年１月29日（日）12時10分スタート
▼会場（スタート・フィニッシュ）：
　大阪・ヤンマースタジアム長居
　大阪市東住吉区長居公園1-1　TEL：06-6691-2500
▼�コース：ヤンマースタジアム長居～昭和町～今川２～

大池橋～勝山４～森ノ宮～ OBP ～北浜～大阪市役所
～御堂筋・道頓堀橋南詰折り返し～淀屋橋～片町～大
阪城公園～森ノ宮～勝山４～大池橋～今川２～昭和
町～ヤンマースタジアム長居（42.195km）

▼アクセス：ヤンマースタジアム長居
　�市営地下鉄御堂筋線「長居」駅、JR阪和線「長居」駅

または「鶴ヶ丘」駅下車
▼テレビ放送予定：関西テレビ系（全国ネット）
　１月29日（日）12時00分～
▼問合せ先：大阪国際女子マラソン大会事務局
　TEL：06-6633-9632

▼大会公式サイト：
　http://www.osaka-marathon.jp/

▼期日：2017年２月４日（土）９時30分競技開始 
　　　　　　　２月５日（日）９時30分競技開始
▼会場：大阪・大阪城ホール
　大阪市中央区大阪城3-1　TEL：06-6941-0345
▼アクセス：JR大阪環状線大阪城公園駅下車徒歩５分
▼競技種目：
【２月４日（土）】
中学生の部
　男子　60m　60mH　走幅跳　棒高跳
　女子　60m　60mH　走幅跳
ジュニアの部
　男子　60mH　三段跳　
　女子　60mH
【２月５日（日）】
中学生の部
　男子　800m
　女子　800m　
ジュニアの部
　男子　60m　1500m　走高跳　棒高跳　走幅跳
　女子　60m　1500m　走高跳　棒高跳　走幅跳
▼問合せ先：大阪陸上競技協会
　TEL：06-6697-8899
▼日本陸連WEB内大会ページ：
　http://www.jaaf.or.jp/taikai/1390/

2017日本ジュニア室内陸上競技
大阪大会

第36回大阪国際女子マラソン大会
兼第16回世界陸上競技選手権大会

（2017 ／ロンドン）
女子マラソン代表選手選考競技会

昨年度は福士加代子が2時間22分17秒の日本陸連が定めた五輪派遣設
定記録を突破して優勝

昨年度の大会より（写真は男子ジュニア60m決勝）
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陸協NEWS

10月に行われた第71回国民体育大会（岩手県）において、５種目〔成
年男子800m・西久保達也（早大）、成年男子やり投・新井涼平（ス
ズキ浜松AC）、少年男子Ａやり投・相澤潤一郎（西武台高）、成年女
子5000m競歩・岡田久美子（ビックカメラ）、少年女子Ｂ100mH・山
西桃子（三室中）〕で優勝し、男女総合３位、女子総合３位という結
果を残しました。
11月13日（日）に第２回さいたま国際マラソン大会が、さいたま新
都心のスーパーアリーナ、スタート・フィニッシュで快晴の下開催さ
れました。代表チャレンジャーの部には220名の参加で、チェイエチ・
ダニエル選手（ケニア）が大会新記録の２時間23分18秒で優勝しま
した。日本人トップは、那須川瑞穂選手（ユニバーサル）が２時間33
分16秒のタイムで５位に入賞しました。
一般の部には約6000名のランナーが出場し、制限時間６時間の中

でほとんどのランナーが完走しました。当日は気温が高く、あまり良
い条件ではありませんでしたが、大会記録が誕生し、今年度のマラソ
ンレースの幕開けとしては、満足できる大会になったと思います。また、
来年度の大会に向けてより良い、記録の出る大会になるよう、日本陸
連と連携を図り、埼玉陸協として努力していきたいと考えています。
 （文責：総務委員会　木村一也）

〒362-0034　上尾市愛宕3-28-30　上尾運動公園陸上競技場内
TEL.048-771-4248　FAX.048-772-4566
http://sairiku.net/ 

一般財団法人埼玉陸上競技協会一般財団法人栃木陸上競技協会

ブラジルのリオデジャネイロを主体として、世界最大のスポーツの
祭典・第31回夏季オリンピックが初めて、南アメリカ大陸・ブラジル
で開催されました。
４年に一度のスポーツの祭典では、日本国内はもとより、本県出身・
所属の選手の活躍に県民の大きな期待が集まりました。
そのような中、メダルには届きませんでしたが陸上・女子やり投に
出場した海老原有希選手を初め、本県出身・所属の選手が素晴らしい
活躍をされ、県民に大きな感動と元気を与えてくれました。４年後の
東京オリンピックでの活躍が今から大変楽しみであります。
今年度、「各全国大会等で優勝した選手」は、次のとおりです。
第32回全国小学生陸上競技交流大会男子・ジャべリックボール投

で市村友聖選手が57m34の大会新記録を出し見事優勝、第47回ジュ
ニアオリンピック陸上競技大会男子Ｂ・走幅跳でカトラルニール・マ
イケル選手が6m56で優勝、第62回全日本中学校通信陸上競技大会
男子２年・100mで関根功織選手が11秒14を出し優勝するなど素晴ら
しい成績を残し日本一に輝きました。
また、「県新記録」を樹立した作新学院大学リレーメンバーが関東
学生インカレにおいて、男子４×400mリレー決勝で３分12秒55の「県
新記録」を樹立し、第69回岡山インターハイにおいて、男子４×
100mリレー決勝で、作新学院高等学校リレーメンバーが見事に第４
位入賞を果たし、準決勝で出した記録40秒42を樹立して、「県新記録」・
「県高校新記録」を出す輝かしい成績を残しました。
12月は、関東・全国中学校男・女駅伝大会、全国高等学校男・女
駅伝大会、年明けには、全国都道府県対抗男・女駅伝大会等のビッ
クレースが開催されます。
各大会において、本県代表選手の活躍が大変楽しみであり、多くの

県民の人々に夢と感動を与えてくれることを大いに期待しております。
 （文責：理事長　大谷津薫）

〒321-0152　宇都宮市西川田5-4-18 
コーポグランデ西川田駅前ビル103
TEL.028-612-8594　FAX.028-612-8549
http://www.jaaftochigi.jp/ 

トラックシーズンも終わり、各チームとも来シーズンに向けての準
備に入っていることと思います。岩手国体も復興の最中の大変な時期
でありながら盛り上がりのある大会として無事に終了し、本県も天皇
杯６位、皇后杯５位と好成績で締めくくることができました。細部ま
で配慮の行き届いた大会を運営していただきました関係の皆様に、心
より感謝申し上げます。本県では数年前より、国体はもとより東京オ
リンピックを見据えたタレントの発掘と育成に向けて、ジュニアから
成年に至るまでの幅広い強化を行ってまいりました。その成果が徐々
にではありますが、結実してきたのではないかと手ごたえを感じてお
ります。冬季の駅伝シーズンに向けて、いい襷を繋ぐことが出来たと
思います。
さて、第32回東日本女子駅伝が11月13日（日）に福島市で行われ

ました。今大会は、リオオリンピック5000m日本代表の尾西美咲選手
（積水化学）をキャプテンに中学・高校・社会人と実力のあるバラン
スのとれたチームを編成し、大会２連覇と大会記録更新を目指しまし
た。大会当日は、１区の加世田選手が区間２位、２区の木村選手は２
年連続区間１位と好調なスタートを切りましたが、当日の暑さの影響
もあり３区以降の選手は各々の力を出し切れずに健闘をしたものの準
優勝という結果に終わりました。この反省を生かし、京都・広島の全
国都道府県対抗駅伝では、一人一人が全力を出し切れるよう｢チーム
千葉｣一丸となって、男女同時入賞を目指したいと思います。
 （文責：強化委員長　伊東謙二／駅伝部長　滝田輝行）

〒263-0011　千葉市稲毛区天台町323　
千葉県総合スポーツセンター　国際千葉駅伝事務局内
TEL.043-252-7311　FAX.043-252-7314
http://www.jaaf-chiba.jp/

一般財団法人千葉陸上競技協会

リオデジャネイロオリンピックに3000mSCで、群馬県立伊勢崎清明
高等学校出身で順天堂大学の塩尻和也選手とマラソンで前橋第七中
学校・群馬県立中央高等学校（現：群馬県立中央中等教育学校）出
身の北島寿典選手が出場しました。オリンピックは、「参加することに
意義がある」という言葉に表されるように、2020年東京オリンピック
に向けて、２選手が布石をつくってくれたと思います。
また、本年度より群馬陸協は、群馬県障がい者陸上競技協会を立ち
上げ障がい者競技者への支援もスタートさせました。２回の記録会を
実施し競技会運営に携わりました。これにより、2020年東京パラリン
ピックに向けての第一歩も踏み出しました。
岩手国体では、成年男子円盤投で堤雄司選手・成年女子5000mで

西原加純選手が優勝しました。また、成年女子棒高跳で濵名愛選手が
３位になりましたが、濵名選手は、日本女子棒高跳界のトップ選手と
して活躍してきましたが、岩手国体で選手生活にピリオドを打つこと
になりました。長い間、大変お疲れ様でした。

※ ８月号に掲載させていただきました、故髙橋勝則競技運営委員長の通夜・葬儀・
告別式へ会葬していただいたお礼の言葉は、高橋家ご家族・ご親族になりかわり
まして記載させていただきました。

〒370-0871　高崎市上豊岡町145-5　今井酒店気付
TEL.027-345-7790　FAX.027-345-7791
http://gold.jaic.org/gunma/index.html 

一般財団法人群馬陸上競技協会
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本年もトラック&フィールドでの明るい話題が多かった。８月リオ
で行われたオリンピックで400mHに出場した野澤啓佑選手が予選突
破の大活躍。インカレでは1000mでニャイロ選手が２位、岩手国体で
は成年400mHで野澤啓佑選手が４位、少年三段跳で横森友朗選手が
３位、成年三段跳で剱持早紀選手が４位、少年100mHで三吉南緒選
手が４位、少年走幅跳で山口華枝選手が５位、少年1500mで小笠原
朱里選手が８位。ジュニア・ユース大会でも剣持クリア選手が三段跳
２位、山口華枝選手が走幅跳４位、三吉南緒選手が100mH５位。ジュ
ニアオリンピック大会では古屋日奈子選手が５位など有終の美を飾る
ことが出来た。そして10月からは、駅伝シーズンに突入、出雲全日本
大学選抜駅伝で山梨学院大学が２位、11月の全日本大学駅伝では３
位入賞、そして伊勢崎市で開催された関東高校駅伝においては山梨学
院高男子が関東初制覇、山梨学院髙女子が３位の素晴らしい成績を残
してくれ、全国大会へ大きな弾みをつけてくれた。12月は全国の小学生・
中学生・高校生の各種駅伝大会があります。小学校は大国陸上クラブ、
中学校では男子が石和中、女子は玉幡中、高等学校では山梨学院附
属高がアベックで優勝し、大阪、滋賀そして京都での全国大会に挑み
ます。大きな夢、目標に向かって活躍してほしいと思います。また正
月の箱根駅伝での山梨学院大学、京都、広島での都道府県対抗駅伝
での活躍を大いに期待したいと思います。これからも小規模協会の特
性を活かしながら「山梨はひとつ」の合い言葉の下、一致結束して前
進する山梨をめざします。 （文責：専務理事　保坂一仁）

〒400-0024　甲府市北口2-14-14　山梨文化会館東館内
TEL.055-251-4581　FAX.055-251-4581
http://yamanashitf.web.fc2.com/ 

一般財団法人山梨陸上競技協会

神奈川県は、第１種公認競技場２カ所を含めて18カ所の競技場と７
カ所の競走路を有し、神奈川陸上競技協会主催大会・郡市陸上競技協
会主催大会・中体連、高体連の大会の審判活動は元より、全国小学生
陸上競技交流会・ジュニアオリンピック大会・実業団対学生・関東学
生陸上競技大会・東京箱根間大学駅伝競走・日本選手権リレー競技大
会・ゴールデングランプリ大会と、小学生から学生、社会人、海外のトッ
プアスリートが集う大会まで、10年近くにわたり、大変に幅広い選手層
に対して審判活動を行ってきました。
ルールを十分に理解していない競技者から、海外での大会でも活躍

し、記録や勝負をかけて競技に臨む、ルールを熟知している競技者まで、
国内外の多彩な競技者を相手に、ルールに基づき大会に応じた競技運
営と審判活動を続ける中で、長年にわたる審判員諸先輩方の貴重な経
験から、非常に多くのことを学び、審判員同士で情報を共有し、よりよ
い競技会になるよう努めて参りました。
日本陸連の提唱する「アスリートファースト」の考え方の実践のため

に、あくまでもルールの基づくなかで、自分たちに出来ることを日々、
模索し、各大会で実践をし、その反省を次の大会に生かすべくTRY＆
ERRORを繰り返し、「今日より明日へ」県内の大会の向上と、協力大
会でも十分に対応出来る、現在の陣容が出来上がりました。このことに
甘んずることなく、奇しくも2020年東京オリンピック大会に向け、さら
なる精進を続けて参ります。
 （文責：審判部長　佐藤浩一）

〒231-0012　横浜市中区相生町1-18　光南ビル５F-B
TEL.045-210-9660　FAX.045-210-9667
http://www.kanagawariku.org/

一般財団法人神奈川陸上競技協会

新潟陸上競技協会も平成27年に創立70周年を迎えました。71年目
を迎え、今後も大橋誠五会長以下陸上競技の発展のために一丸となっ
て取り組んでまいります。
そんな中、全日本実業団対抗において、新潟アルビレックスRCが団
体総合優勝を果たすという大変嬉しいニュースが届きました。地元チー
ムの活躍に県内のジュニア選手は大いに刺激を受けております。
また、創立70周年記念のイベントとしまして11月23日に日本陸連会
長の横川　浩　様の御臨席を賜り記念祝賀会を開催し、合わせて記念
誌を発刊することができました。御出席を頂きました関係各位にこの場
をお借りしてお礼申しあげます。
更に、ビッグスワン発着の新潟ハーフマラソンを３月20日に開催す

ることとしております。米所新潟ならでの風光明媚な田園コースでの走
りを是非マラソン愛好家の皆さまにお楽しみいただければと思います。
 （文責：総務部長　岩﨑雄一）

〒950-0933　新潟市中央区清五郎67-12　
デンカビッグスワンスタジアム内
TEL.025-257-7636　FAX.025-257-7691
http://www.nrkk.net/ 

一般財団法人新潟陸上競技協会

2017年６月は東京陸協として１年間の事業報告、決算の承認を受け
ると同時に、４年毎の評議員の改選、２年毎の理事・監事の改選が行
われる重要な時期にあたります。
2016年度も東京都中学校春季陸上を皮切りに、東京陸上競技選手

権、東京リレーカーニバル、全国小学生陸上東京、東京ジュニア陸上、
東京投てき競技会兼走幅跳競技会、東京都障害者スポーツ大会、柴
又100㎞、等、主催大会7大会、共催、運営協力、後援、スポーツイ
ベントの開催で200を超す事業（行事）をしてまいりました。
また、強い東京と言えるように強化事業に重点を置き、東京国体を
スタートに、長崎、和歌山、岩手国体４年連続で、天皇盃、皇后盃の
獲得に係わるような安定した成績を残すようになってきました。また、
東京育ちの競技者のケンブリッチ飛鳥選手が、リオオリンピックの男
子４×100mRでチームJAPANの１員として銀メダルを獲得しました。
公益法人としての使命である「東京のスポーツ文化発展の為」を旗

印に、多くの都民が陸上競技を通して健康で、明るく楽しい生活づく
りに力を出せるように、東京20m20cmかけっこ・トライ、味スタ6耐、
駒澤6耐タスキリレー、シニア対象の都民健康マラソン等、各種のイ
ベントの開催も手掛け、2020年の東京大会が都民はもちろん国民が一
つになるよう努力したいと思います。
 （文責：有澤政雄）

〒160-0021　新宿区歌舞伎町1-28-3　武井ビル5F
TEL.03-3203-6123　FAX.03-5292-0196
http://www.toriku.or.jp/ 

公益財団法人東京陸上競技協会

日本陸連　横川会長 新潟県の郷土芸能
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陸連時報編集委員

◇◆日本陸連ファン投票「Most Impressive Athlete 2016」結果のお知らせ◆◇
「2016年最も印象に残ったアスリートは誰だ!?」というテーマにて今年もファン投票を実施
し、4275票の応募をいただきました。TOP ３をご紹介いたします。

　第１位　山縣亮太（セイコーホールディングス）
　第２位　ケンブリッジ 飛鳥
　第３位　大迫傑（Nike ORPJT）

　その他の結果とTOP ３のコメントはこちらでご確認ください。
　http://www.jaaf.or.jp/fan/news/2016/mia.html

◇◆「#2017年私の目標」大募集！ サイン入りカレンダーが当たる！◆◇
　2017年がはじまり、ニューイヤー駅伝や箱根駅伝、マラソン
大会などが各地で開催され、日本陸上界は既に動き出していま
す！　そこで、日本陸連では皆さんの「#2017年私の目標」を
大募集します。
■応募方法
・�Twitter、Instagramで日本陸連公式アカウント（@jaaf_

official）をフォロー
・�ハッシュタグ「#2017年私の目標」を入れて、皆さんの目標

を投稿
・�投稿はお一人様Twitter、Instagramにそれぞれ１回のみでお

願いします

■プレゼント
　Twitter賞、Instagram賞をご用意し、サイン入りカレンダー
　などをプレゼントいたします。

　応募期間、条件、プレゼントの詳細は、日本陸連公式WEBサ
イトでご確認ください！

http://www.jaaf.or.jp/ 又は　日本陸連 私の目標 

事 務 局 か ら の お 知 ら せ

2 4 62 4 6

写真は山縣選手・ケンブリッジ選手とプレ
ゼンターの室伏重信氏

検索
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